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旅の収支計算
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（1〉
　鴻池の記録　　鴻池家の始祖，山中新六が伊丹の鴻池村で酒造業を始めた
のは慶長5年（1600）頃とされている。　「嬉遊笑覧」等によると，津の国鴻池
の酒屋で勝屋三郎右衛門（山中新六の別称といわれている）というものが清
酒2斗樽（約36リッター）を二つ担って江戸に下り，大名屋敷などを訪問販
売し，一升を二百文（￥4，126）で販売し（注一1）大きな利益をあげたと書か
れている。このころは米の価格もやすく，宿料も一泊十二文（￥248）位で，
鴻池から江戸まで往復で三百五・六十文（￥7，220～￥7，428〉で採算的に成
り立ったと書かれている。（注一2〉
　この話からいくつかの疑間が出てくる。
　その第1は，このような遠距離（当時の東海道は品川から大坂までの距離
は512キロメーター）を人力で酒樽を担って往来する行商人がいたのだろう
か。（注一3）
　第2は，2斗樽二つで約72リッターの清酒を売るだけで果して採算が伝え
られるように得られたのであろうか。
　最後に第3の間題として，鴻池の清酒は芳醇で江戸では好評で二百文から
三百文で売れたとあるが，この清酒の価格は妥当なものであっただろうか。
（注一4〉
　これらの三点について考えてみよう。
　近世の遠距離旅行　　交通機関といえば馬と駕篭ぐらいであった近世の旅
行は，大部分が「足」に頼らなければならなかった。いま考えると，大変な
労力のようであるが，当時の人は512キロの東海道ぐらいは案外気軽るに旅
行したとも思われる。例えば鎌倉時代の弘安2年（1279〉に70歳に近い（一説
によれば60歳）老女の阿仏尼が訴訟のために京都から鎌倉まで旅行した紀行
文が「十六夜日記」として残されているが，それによると京都・鎌倉問を14
日間で歩いているが，だいたい一日平均35キロメーターから40キロメーター
　　　　　　　　　　　　　一68一
を踏破する旅程である。平均年齢が今より低く40歳過ぎるともう老人と思わ
れていた時代の70歳の老女の脚力は現在の我々の想像以上のものであった。
（注一5）
　阿仏尼から少し前の仁治3年（1242）に「東関紀行」の作者（50歳）もまた
12日間で京都から鎌倉に達している。1日の行程として長いところでは45キ
ロメーター以上も歩いている。（注一6〉
　この鎌倉時代の例は，行商人のように職業として旅行する人たちの例でな
く，また近世よりも道路事情が悪い中世の例であるから，鴻池の例のように
江戸時代に入ってからの遠距離旅行は頻繁に行なわれたと考えても誤りでは
ない。
　とくに商人たちの旅は全国的な規模でおこなわれ，中世でもキャラバンの
ように集団を組んだ商人たちによる行商はしばしば行なわれたようである。
例えば奈良の多聞院の英俊の日記によると，永禄ころ（1558～1579）奈良の商
人が東北・関東・北陸・中部・山陰・四国までその行商の範囲を広げている
と書かれている。（注一7）
　そのほか，宗教を背景とした商人も広く足跡を拡大し，大山崎の離宮八幡
宮の油商人や，薬品（練薬）を売り広めた高野聖，伊勢神宮のお礼とともに
商品の流通に一役かった伊勢御師などの行動範囲は全国的である。（注一8）
　中世から近世に至って商品流通は次第に規模を拡大し，特に江戸に政治の
中心が移るとともに，消費都市である江戸に対する商品の供給源の大部分は
関西であり，膨大な量の「下りもの」が大坂から江戸に送られたのである。
　従って，鴻池の下り酒は当然存在しても不思議ではなかった。
　清酒の採算計算　　図表一3は鴻池の勝屋三郎右衛門が東海道を2斗樽を
二つ担って十二・三日かかって江戸までゆき，酒を販売し帰宅すると想定し
て計算した損益計算書である。現実の資料による計算でなくすべて推定によ
って作成したものであり，推定資料も必ずしも同時代のものでないため正確
とはいえないが，ひとつの巨安として考えれば「当たらずといえども遠から
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ず」・程度のものと理解してもらいたい。
　この損益計算書によると，東海道一往復で2貫680文（￥55，290）の営業利
益が計算されている。元禄時代の大工の手間賃（1刻当たり銀6分一￥825）
と比較してみると，酒売りの利益は大工の手間賃の約60刻分（時間に換算し
て134時問分）であり，1日3刻働いたとすれば約22日分に当たることにな
り，それほど歩の悪い仕事ではなさそうである。また，労務者の日当は37文
（￥763）から50文（￥1，032〉で，高い方の50文とすると約53日文となり，江
戸下り行商が約30日を要したとしても労務者よりも高利益をあげたことにな
る。（注一9）
　下り酒の価格　　鴻池の下り酒は，その芳醇さで江戸で大好評で1升200
文（￥4，126〉から300文（￥6，189〉で販売されたとされているが，この価格は
妥当なものであろうか。
　「守貞漫稿」（喜田川守貞著）（注一10〉に酒の小売値段の変遷が書かれてい
るが，それを整理してみると次のようになる。
　慶安年中（1684～52）においては酒1升40文（￥825）とある。著者の喜田川守
貞の幼年のころ，多分，文化年中の後半（1813～1817）における大坂の清酒は
極上のもの1升164文（￥3，383）で同じころ江戸では200文（￥4，126）から248文
（￥5，858）であったとしている。文政（1818～59）になると340文（￥7，014）から
350文（￥7，220），ときには400文（￥8，252）に値上がりしたこともあった。
　三井家の京都本店に宝暦9年（1757）から明和9年（1772）の問の江戸におけ
る酒の値段が月別に記録されているが，その中のもっとも安値は，明和4年
（1767〉5月の清酒1石あたり銀126．00匁（￥173，250），高値では明和8年（17
71）8月の銀179．56匁（￥246，895）である。
　1升あたりに換算してみると安値は84文（￥1，732），高値は119文（￥2，468）
になる。（注一11〉
　鴻池の下り酒の価格の200文ないしは300文は，やや高価ともとれるが，慶
長頃の清酒（諸白）の江戸送りはまだ数量も少なく庶民の飲み物ではなく大
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名や豪商だけが購入できる貴重品であったと推量できるので，後になって船
便で大量に江戸送りが行なわれた時と比較しても妥当と思われる。
　江戸への下り酒は，近世の始めた鴻池家が最初は徒歩でおこない，後には
馬を利用するようになり，伊丹の猪名寺屋や升屋といった大手の酒造家もま
た馬を利用し，その後池田の満願寺屋がはじめて舟運利用で大量に送るよう
になったと伝えられているので，鴻池時代はその数量も僅かであったと考え
られる。（注一12）
　以上により鴻池の下り酒の記録はありうることと推定できるのである。
（注）
1。　この小論では，江戸時代の価格を現在価格に換算して併記しているが，この換
　算率は便宜的なものであり，本来ならば各年毎に修正しなければならないが，便
　宜上慶応大学の桧谷昭彦教授の元禄期の換算表を全期問にわたって採用している。
　図表一1を参照されたい。
2。　鴻池の下り酒については，上記の「嬉遊笑覧」のほか，喜田川守貞の「守貞漫
　稿」や，　「温知叢書・浪花の風」などにも記されている。寛政6年（1793）鴻池新
　右衛門が大坂町奉行からの下間に答えた書面にも慶長4年（1599）より，江戸に酒
　を送ったと書かれている。
　　宮本　又次著　　「大阪経済文化史談叢」55．4　文献出版　P160
　　石橋　四郎編　　「和漢酒文献類衆」　　51．8　第1書房　P328－
3．　「津の国鴻池の酒屋勝屋三郎右衛門なる者，酒二斗づつ入る桶二つを一荷とし
　て，そのうえにわらじ数足置きたるを荷ないて江戸に下り……」（嬉遊笑覧）
4．　近世の酒の価格については後述するが図表一2の清酒価格表を参照されたい。
5・　　「十六夜日記は弘安2年（1279）10月から翌年4月にいたる旅の日記で，成立は
　弘安3年。亡夫為家の遺領細川荘の領有をめぐる対立が作品成立の直接的契機で
　あり，六波羅の裁定に不服の阿仏が鎌倉幕府に上訴するため鎌倉に下る必要に迫
　られたのである。」
　　五十嵐富夫著　　「日本紀行文学の研究」1986．4　柏書房　P160
6．　五十嵐富夫著　　「日本紀行文学の研究」1986．4　柏書房　P52－
7．　佐々木銀弥著　　「日本商人の源流」1981．1教育社歴史新書　P100
8．　岩田　貞雄著　　「神宮御師の伊勢土産」50．10　新人物往来社　P9一
　　　（日本の郷土産業　4　近畿編）
9．　桧谷　昭彦著　「江戸時代の事件帳」1985．1　PHP研究所　P77
10．　喜田川守貞著　朝倉治彦編　「守貞漫稿」56東京堂出版
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11．　小野武雄編著　　「江戸物価辞典」58．12展望社　P265一
（2）
　伊勢詣での旅　　江戸時代の旅は原則的に幕府の政策の結果として自由な
ものではなかった。よほどのことがないと一般の庶民は「往来手形」をもっ
て旅に出ることはできなかった。しかし唯一の例外として神仏詣でまでは制
限しないで，とくに伊勢詣では誰でもゆける機会が与えられた。なかには，
伊勢詣でを口実にして物見遊山をする者もあった。
　この，伊勢詣での歴史は古く承平4年（934）に伊勢に参宮するものが十万
人にあったという記録がある。（注一12）
　江戸時代になっては，伊勢詣ではますます盛んとなり，本居宣長（1730～
1801）の著「玉勝問」によると宝永2年4月9日から，5月29日までの間に
伊勢におかげ参りとして集団参宮したものが362万人あったとしている。当
時の，日本の全人口は三千万人とすると，その10％が参加したということで，
そのすさまじさが看守できる。もっとも，この資料は必ずしも正確とはいえ
ないが，いずれにしてもあらゆる年齢層の男女が熱狂的な神詣でに参加した
ことは事実であろう。（注一13）
　また，他の資料によると明和8年（1771）には200万人，文政12年（1830）に
500万人の人々が伊勢参宮をしたと伝えられている。
　この「おかげ参り」とか「抜け参り」といわれるものは，ほとんど無一文
で旅に出て，物もらいと同じで，「ヒッチハイク」的な伊勢参りであったよ
うだ。（注一14）
　このような，無銭旅行ではなく，通常の伊勢詣ではどれくらいの旅費交通
費が必要であったろうか。樋口清之氏は「旅と日本人」に，江戸から伊勢参
りをして片道12泊として，宿泊料，昼食代，その他の雑費を含めて，往復4
両（￥165，000）は必要だと書かれている。この金額は当時の庶民にとっては
安いものではない。（注一15）そこで，「抜け参り」でない，通常の伊勢詣で
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の事例を図表一4で検討してみたい。
　宿泊料　　河内の一農家の場合，1泊2食で1人当たり奈良で133文（￥2，
750），千葉の一行は箱根の湯本での宿泊費として172文（￥3，548）を支払って
いる。当時の東海道での標準的な1泊2食つきの宿泊料は上宿で172文（￥3，
548）から300文（￥6，189），中宿で148文（￥3，053）から164文（￥3，383），下宿
で100文（￥2，063）から140文（￥2，888）であったとされているのでだいたい中
程度の宿泊料を支払ったことになる。（注一16）
　宿泊料のうち御師関係の金額が696文（￥14，375）と銀5匁（￥6，875）と他に
比較して高額になっているのは，次のような事情によると考えられる。
　御師（伊勢ではオンシと呼んでいる〉は，参詣者と社寺の仲介をするもの
で，現地では祈祷をおこなったり，宿房を提供し，また全国的に布教活動を
し，御祓い大麻を各人の自宅まで届け，　「伊勢土産」といわれる，伊勢の特
産品を配布する機能を持っていた。
　このような御師の発生の原因の一つとして，伊勢神宮では一般の参拝者が
直接に神前に幣物を奉納することが禁じられていたので，それを仲介する神
人として「御師」が発生したといわれている。
　神官の家柄のものが私的に御師を営なんだり，また，中には神官でないも
のが御師になる者もあった。その仕事は
　1．神宮参拝者のための祈祷を行なう。
　2．宿泊場所の提供。
　3．　お神楽などの奉納。
　4．　壇家回り。大麻・伊勢土産などの配布。
などを，行なった。
　従って，御師への宿泊料の多額なのは，お神楽を奉納したり，後刻届けら
れる「伊勢土産」の対価も含まれていると見た方がよいのではなかろうか。
（注一17）
　御師については幕末に活躍した清河八郎の「西遊草」に興味のある記録が
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ある。安政2年（1855〉母とともに西国を旅行した時，伊勢参宮をしたがその
中に次のようなことが書かれている。（小山松勝一郎氏の現代語訳による）
　4月27日に『午後4時頃御師の三日市太夫次郎に泊まる。この三日市太夫
は大人物ではない。母と私は小判一枚を賄料として奉納したがうまい肴もな
い。………（中略〉………御師などに泊まるとどこも殺風景なものである。』
と御師をくさしている。翌日は『午前10時頃三日市太夫の案内で，六丁ばか
り南に行き，外宮にぬかずく。』
　5月1日に『午後2時前に山田の三日市太夫に帰り，昼食をとり，荷物な
どを京師の筑前屋方に送り，午後3時頃に出立する。………（中略）………そ
の時三日市太夫はお祓いをし，杯などを土産にくれ，さらに人をつかわして
見送らせ，弁当なども用意してくれた。先日からたびたび案内の者をつけ，
その上時々酒肴のもてなしなどあり，いたって丁寧な心づかいであった。』と
終わりには三日市太夫をほめている。御師はやはり参詣者にとって便利な存
在であったようだ。（注一18）
（注）
12．　「参宮人十万，貴賎を論ぜず」　（大神宮諸雑事記）
　　今野信雄著　　「江戸の旅」61．8　岩波新書　P72
13．　西垣晴次著　　「お伊勢まいり」58．12　岩波新書　P194－195
14．　「ぬけまいりの民衆は，十分な旅行の準備も路用の金も持たずに家を出ている
　　ものが多かったのである。そこでかれらは道中の街まちの人びとの援助を受けな
　　ければならなかった。」
　　藤谷俊雄著　「おかげまいり」と「ええじゃないか」43。5岩波新書　P45
15．　「江戸から伊勢まで十二泊である。宿泊料は一泊四百八十文（￥9，902），昼食代
　　は二百文（￥4，125）として，それを十二倍する。それにわらじ代や渡しの支払い
　　などの必要経費を加えると，片道二両（￥165，000）ほどかかることになる」
　　樋口清之著　　「旅と日本人」55．4　講談社　P165
　　（　）内の円換算は筆者が書き入れたものである。以下も同じ。
16．　今野信雄氏の「江戸の旅」によると，文化8年（1811）の箱根の宿泊料は，旅篭
　代として，7日分で金1分と銭200文（￥24，751）で1泊171文となる。別に夜具代
　　として7日で300文（￥6，189）が必要であると書かれている。
　　また，同書には江戸後期の宿泊料として次のような記事がある。
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　　　木賃宿（自炊用の薪料金は別50文→60文　（￥1，031→￥1，237）
　　　旅篭代（1泊2食）上宿　　172文→200文（￥3，548→￥6，189）
　　　　　　　　　　　中宿　　148文→164文（￥3，053→￥3，383）
　　　　　　　　　　　下宿　　100文→140文（￥2，063→￥2，880）
　　今野信雄著　前掲書　P175－178
17．　岩田貞雄著　　「神宮御師の伊勢土産」50．1　「日本の郷土産業4近畿編」
　　新人物往来社　P9－45
18。　小山松勝一郎編訳　　「西遊草　清河八郎旅中記」62．1　東洋文庫　P60－69
　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
　旅の難所　　近世の東海道は人の往来も次第に増加し，道路事情も中世に
比べると，格段の進歩はしたが，まだいくつかの旅の難所が残っていた。そ
の一つが川越である。
　「箱根八里は馬でも越すが，越すに越されぬ大井川」と狸言にあるように
旅人にとっての大きな障害であった。図表一5で東海道の主な川，沿岸の舟
便について一覧表を示したが，この一つ一つの川や渡船が旅行の難所になっ
ていたのである。この原因を列挙してみると次のようになる。
　1．　渡河の手続きの煩雑さ。
　2．　川越人足・船頭等の横暴。
　3．川止めの恐れ。
　4．　渡河・渡船の事故。
などがある。
　第1に手続きの間題がある。例えば，大井川では無賃渡しや自由越は絶対
禁止であった。旅人は川会所にいって川札を買う。川越には川札が必要で川
越人足との直接取引はできなかった。旅人は「立会人」という案内役に連れ
られて川越人足の溜りへゆく。ここには「陸取り（おかとり）」と呼ばれる係
がいて，客を川越へ案内する。旅人から川札を受け取り川越え人足にわたし
て，始めて川を渡ることができるのである。
　富士川の渡船場も，禅姿の川取締役が二人会所に詰めて事務を担当，下役
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七人も羽織姿で旅人を見張っている。船に乗るだけでも，この物々しい会所
で手続きしなければならないのである。（注一19）
　同じような例が1700年代のヨーロッパでもみられることでカザノヴァの回
想録のなかに次のようなことが書かれている。
　「………その頃，フランスでは，町の人口に小役人がいて通行人を調べて
いたが，かれらは破廉恥極まりない人間の屑だった。………」（注一20）
　東西同じようなことが，旅行の楽しさを阻んでいたようである。
　川越人足や渡船の船頭の横暴者も目に余るものがあったようである。長岡
藩士で幕末にその知謀を謳われた河井継之助の旅行記「塵壷」によると，
　「遊覧して安倍川を渡り（原注：蓮台渡し〉又，銭をむさぼられ，鞠子に
宿す」
　「宮（筆者注：熟田のこと）へ戻り桑名へ渡る。此渡り風景は面白けれど
も如何にも船頭名高い人悪の処にて………」
とある。（注一21）
　川止めについては図表一6にまとめてあるので参考にしてもらいたいが，
少し，増水する川銭が倍増し，より増水すると川止めになってしまう。この
川止めは大井川の例で平均して年間50回ぐらいであったらしい。一番長いの
は慶応4年（1868）の連続28日という記録がある。（注一22）
　川止めになると，旅人は旅篭に詰め込まれ，旅篭が満員で宿泊できない者
は止むを得ず前の宿迄戻る以外泊まる術がない。雨の中を今来た道を戻るの
である。
　江戸時代の旅行心得に洪水の時の対応方法が出ている。箇条書きにしてま
とめてみると，
　（1）洪水の時は小川でも軽率に渡ってはならない。水勢が強いから色々な
　　ものが流れて来て怪我をする恐れがある。
　（2〉山国の川は，雪解けや，夏の夕立のあとはたちまち増水して仮橋も流
　　失することがある。
　（3）出水の時は徒歩渡しも危ないし，水中に見える仮橋も，橋抗が抜けて
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　　いることがあり危険だ。
などと書かれている。（注一23）
　このような，危険や不便がありながら，なぜ幕府は架橋や，徒渡りの川に
渡船をおくことを禁止したのだろうか。その理由をあげてみると，
　1．江戸の防備のため。
　2．旅人のチェック機能。
　3．沿岸宿場の繁栄策。
　4．川越人足の失業対策。
　5．橋に対する日本的感覚。
などが考えられる。
　江戸の防備のためというのが最も表面的な建前としての理由であった。し
かし，江戸初期では多少軍事的な意味でこの理由も納得できるが，江戸後期
では，ほとんど無意味なことに過ぎない。過去に許可しなかったから現在も
許可しないというだけという封建的恩考による。
　河井継之助の旅日記に，大井川で渡船を願い出たものがあったが尾州藩の
回答は「（船にすると）河原に草生える故，相い成らず」で，全くピントの外
れた言い分で面白い話と一笑にふしている。（注一24）
　街道筋の川や，一部の橋には川役人や橋役人を常駐させて，旅人のチェッ
ク機能を持たしていた。
　大井川の島田側には駿河代官所の陣屋があって，これを御陣屋，御支配所，
または役所などとも呼んだ。金谷には島田代官所の出張所があり，この両所
から役人が時々川会所・間屋場・川越場などに出張して来て，取り締まりを
した。この川会所・問屋場はある程度迄の警察権を持っていた。（注一25〉
　大井川の両岸の宿場は天保14年（1843）には，次のようになっている。
　　東岸　藤枝　本陣　2　旅篭　37
　　島田
西岸金谷
　　　日坂
??
??
3
??
『
?????
??
1
???
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　この旅篭屋が大井川の歩渡に依存しているのである。（注一26）
　川越人足は酒勾川で316名，安倍川で250名，大井川で570名と多数が従事
していたが，渡船や橋ができると失業する。旅篭の減収と失業の間題が圧力
となって明治になる迄渡船や架橋は許可にならなかった。（注一27）
　大阪大学の上田篤教授は日本の橋の特性は永久橋ではなく「仮橋」である
と説かれている。増水すれば橋板を外し，橋板が流されると，新しく掛け替
える。そういう橋についての思考が，長期問，歩渡りという原始的な方法が
とられたのであろう。
（注）
19．　綿谷雪著
20．　本城靖久著
21．　安藤英男校注
22．　今野信雄著
23．　今戸栄一著
24．　安藤英男校注
25．　綿谷雪著
26．　沢　寿次著
27．　上田　篤著
考証　東海道五十三次　P156　秋田書店
グランド・ッァー　　　P120　　中公新書
塵壷　　　　　　　　　P16．23　東洋文庫
江戸の旅　　　　　　　P138－139　岩波新書
宿場と街道　　　　　　P46　　日本放送出版協会
塵壷　　　　　　　　　P19　　東洋文庫
考証　東海道五十三次　P152　秋田書店
旅の今昔物語　　　　　P63　　講談社学術文庫
橋と日本人　　　　　P2－16　岩波新書
（4）
　近世の色々な事項について収支を，現代価格に換算してその実態を把握し
ようとして試みた小論であるが，まだ試案にすぎず，内容としても固まって
いないが，あえて発表する理由は諸先輩の忌揮のない御批判により実のある
ものに近づけたいためである。
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図表一1　　　　　　　　　貨幣換算表
　　米一石＝十斗＝150㎏　　　　　米10kg＝￥5，500
　　　　　　　　コシヒカリ　￥5，400→5，700
　　　　　　　　ササニシキ　￥5，200→5，500
　　金一両＝銀六十匁二銭四貫文（元禄13年　1700）
　　銭十文二一疋
　　金　一両二四分二十六朱　　一両　　　　　￥　82，500
　　　　　　　　　　　　　　一分　　　　　￥　20，625
　　　　　　　　　　　　　　一朱　　　　　￥　　5，156．25
　　銀一貫目＝百匁　　一貫目　　￥1，375，000
　　　　　　　　　　　　　　一匁　　　　　￥　　1，375
　　　　　　　　　　　　　　一分（O．1匁）　￥　　　137．5
　　　　　　　　　　　　　　一枚（約43匁）￥　59，125
　　銭一貫目＝千文　　一貫目　　￥20，625
　　　　　　　　　　　　　　一文　　　　　￥　　　20．63
　　　桧谷昭彦著　　「江戸時代の事件張」1985年　PHP研究所　より作成
下り酒の相場表
（三井家の記録）
図表一2（1）
年次（西暦〉 値別 月 一石当たり（銀） 一升当たり 円貨に換算
宝暦7年（1757）高値 7 163．86匁109文2，248円
安値 12 134．56 89 1，836
8年（1758）高値 10 170．53 113 2，331
安値 5 126．20 84 1，732
9年（1759）高値 2 143．40 95 1，959
安値 8 130．08 86 1，774
明和3年（1766）高値 3 154．80 103 2，124
安値 1 136．00 90 1，856
4年（1767）高値 ※9 173．57 115 2，372
安値 11 130．60 87 1，794
5年（1768） 1 126．00 83 1，712
8年（1771）高値 8 179．56 119 2，454
安値 10 147．21 98 2，021
9年（1772）高値 11 187．48 124 2，558
安値 3 132．22 88 1，815
換算計算は小数点以下は切り捨てている。　※印は閏月
小野武雄編著　　「江戸物価辞典」58．12　展望社　P265－267　より作成
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図表一2（2） 一升当たり酒価格推移表
年次（西暦） 価格文 円貨換算円 備　　考
明和5年以前（1758←）124→1322，558→2，723太田南畝著「金曽木」より
80→1001，650→2，063
明和5年以降（1758→）148 3，053 明和5年から南稜四文銭
164 3，383 ができて銭相場が安く物
200 4，126 価が騰貴した。
248 5，116
寛政頃（1789→1800〉22 458 橘南渓「西遊記」より
31 639
慶安年中（1648→1651）40 825 「守貞漫稿」より
不明 42→132866→2，723古報帖
文化7年頃（1810） 164 3，383 大坂・極上
200→2484，126→5，116江戸
天保頃（1830→1843）50→4007，220→8，252
文政頃（1818→1829）248 5，116
安政頃（1854→1859）350→4007，220→8，252
幕末（1865→） 107→2552，207→5，260
小野武雄編著　　「江戸物価辞典」58。12　展望社　より作成
図表一3 鴻池の下り酒の損益計算書
　　売上高
　　売上原価
　　売上総利益
3．販売費
　　1．宿泊料
　　2．食事代
　　3．雑　費
　　　営業利益
慶長5年（1600）？
　　　　6貫400文
　　　　2貫760文
　損益計算書
　　　　3貫640文
￥132，032
　56，938
　75，094
???
360文
300文
300文
2貫380文
　960文 19，804　※3
55，290
※1　二斗樽を二つ担ったとされているので，四斗を運搬したが，仮に80％
　　が売れたとして計算した。
　　　4斗×80％ニ3斗2升×200文＝6貫400文
※2　売上原価の計算は寛政7年（1795）の嘉納家の勘定張を参考として計算
　　した。
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　　　この年のモト数＝220石　　　清酒造石高＝1，782石
　　　1モト＝810升　　　　　　　　1モトの製造原価＝846．9229匁
　　　1升当たり＝1．04匁　　　　　銅銭に換算　1升＝・69文
　　　4斗×69文＝2貫760文
※3　宿賃については「嬉遊笑覧」の木銭12文によった。また主食の米につ
　　いては慶長頃の旅人は1日「乾飯」2合5勺を持って旅をしたとされて
　　いるので旅行期間30日問として7升5合を要したとして計算した。
参考文献・引用図書
柚木　栄著
石橋四郎編
原田伴彦著
今戸栄一編
千葉徳爾注解
「日本酒の歴史」　　雄山閣
「和漢酒文献類衆」　第一書房
「道中記の旅」　　　芸そう社
「宿場と街道」　　　日本放送出版協会
「日本山海名産図会」社会思想社
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図表一4 伊勢詣での事例
名　称 種別 年代 代　　　金　（括弧内現貨に換算） 備　　考
六郷川 舟渡 16901人3文（￥62）荷物1駄2文（￥41）乗掛荷3文（￥62）1689年頃までは橋
17091人10文（￥206）本馬　15文（￥309）軽馬　12文（￥247）があった。
1711人10文（￥206）荷物1駄22文（￥453）乗掛荷16文（￥330）
馬入川 舟渡 16901人10文（￥206）荷物1駄22文（￥453）乗掛荷16文（￥330）渡巾70間（126m）
花水川 橋 花水橋43間（77m）
酒匂川 歩渡 1818常水1人46文（￥948）深水1人62文（1，279）川越人夫定員
1822常水1人35文（￥722）深水1人48文（990）319人
富士川 舟渡 16901人12文（￥247）荷物1駄30文（￥618）乗掛荷19文ぐ￥391）川巾260間（470m）
1711人10文（￥206）荷物1駄22文（￥453）乗掛荷16文（￥330）渡船
18481人24文（￥495） 長さ　5間（9m）
？ 1人36文（￥742） 巾　　1間（2m）
興津川 歩渡 1822水深4尺3寸（1．3m）48文（￥990） 冬季は橋がある
3尺5寸（1。Om）32文（￥660） 川巾80間（144m）
2尺5寸（0．7皿）24文（￥495）
2尺→　　　　15文（￥309〉
安倍川 歩渡 1794脇水より乳奥下迄　64文（￥1，620） 川越人夫定員
横帯上水　　　　　55文（￥1，164） 250人
横帯水　　　　　　48文（￥　990）
横帯水より横帯下迄45文（￥　928）→40文
股切上より股切迄　36文（￥　742）→28文
股切下水　　　　　24文（￥　495）
膝切より膝下迄　　20文（￥　412）→16文
船賃　　100文（￥2，063〉
’ 人足渡　　16文（￥330）
増水時　　64文（￥1，320）酒手　16文（￥　330）
朝比奈川 板橋 橋の長さ28間50m
瀬戸橋 歩渡 増水時 普段は仮橋
大井川 歩渡 1736川の深さによって川銭が異なる。
膝水24文（￥495〉→肩水94文（￥1，939）
17721人当たり　90文（￥1，856）
18441人当たり95文（判，959）
1804蓮台渡　　480文（￥9，902）
1848舟渡　　380文（￥8，045）
菊　川 橋 　　　　　　　隙行来橋 橋の長さ12間21m
太田川 橋 三力野橋 橋の長さ45間85m
天竜川 舟渡 16901人12文（￥247）荷物1駄30文（￥618）乗掛荷19文（￥391）
1711人10文（￥206）荷物1駄22文（￥453）乗掛荷16文（￥330）
今切の渡し 舟渡 16581隻借切り130文（￥2，681）乗合1人4文（￥82） 船数110
舞阪→新居 16901隻借切り182文（￥3，754）
17081隻借切り271文（￥5，590） 津波の為距離延長
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図表一5（1） 川銭と船賃（1）
項　　目 河内の一農家（一行10名） 千葉・流山の一家（一行5名）
年　　　代 寛政7年（1795）　　19日間 嘉永6年（1853）　　片道19日問
宿　泊　費 奈良宿泊費（10名）1泊2食 箱根湯本宿泊費
銀20匁（￥27，500） 1人当たり　172文（￥3，548）
1人当たり133文（￥2，750） 御師の親戚宅宿泊費
伊勢御師宿房宿泊費　2日聞 1人当たり　銀5匁（￥6，875）
金1両3分（￥144，375）
1人当たり696文（￥14，375）
飲　食　代 茶代　　　100文（￥2，062） 品川で昼食代
酒汁代　　764文（￥15，761） 1人当り　　　　100文（￥2，062）
旅行諸経費 駕篭代 富士川船賃　1人　24文（￥　495）
荒川→暗峠550文（￥11，346） 安倍川船賃　1人100文（￥2，062〉
暗峠→奈良929文（￥19，062） 大井川船賃　1人390文（￥8，045）
荷物人足代 船借賃
暗峠→奈良472文（￥9，737） 佐屋→桑名　1貫700文（￥35，065）
神社関係費 祈祷依頼懇志
金2両2分2朱（￥216，562）
銀30匁9分5厘（￥42，556）
（￥259，118）
そ　の　他 髪結代
3人分　232文（￥4，786）
総費用 銀446貫1分3厘（￥613，428）
銭　46貫917文（￥967，667）
金換算約19両1分（￥1，581，095）
行　　　程 河内荒川村（3／6）→暗峠→奈良→帯解 千葉流山（1／6）→金町→江戸馬喰町（1／
（）は月日 →丹波市→八瀬→名張→工本木→新茶 7）→品川→川崎→藤沢（1／8）→箱根湯
屋→伊勢内宮（3／11）→磯部（3／13）→二本（1／9）→三島（1／10）→吉原（1／11）→
見（3／14）→朝熊山→鈴鹿峠→近江→京富士川→由比（1／12）→駿府→安倍川→
都（3／20－3／24）→伏見→淀川（30石舟）大井川→金谷・　・津島（1／20）→佐屋
→帰宅 （1／21）→（海上）→桑名→白子（1／22）→
松阪（1／23）→山田（1／24）→伊勢内宮（1
／25）→朝熊山→磯部（1／28）→帰途
傭　　　考 総額は記載されていないが樋口清之氏
によると宿泊料は1泊480文（￥9，902），
昼食代は200文（￥4，125）で江戸から伊
勢までで総額4両（￥330，000）になると
されている。（片道12泊）
樋口清之著旅と日本人
1980。4　P165
引用文献 森末・宝月・木村編　生活史H 西垣晴次著　お伊勢まいり
体系日本史叢第16巻56．8 岩波新書1983．12第1刷
第2版　山川出版社P303→304岩波書店P174→176
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銭と船賃（2図表一5（2
名　称 種別 年代 ，　　　代　　　金　（括弧内現貨に換算） 備　　考
馬込橋 橋 27間　48m
吉田橋 橋 120問217m
大平川橋 橋 58間104m
矢矧大橋 橋 1601日本一の長橋 208間376m
熱田→桑名 40人乗1隻　2貫254文（￥46，500） 熱田→七里→桑名
七里の渡 渡海 18047人乗1隻　2貫644文（￥54，545） （約27㎞）
53人乗1隻　2貫981文（￥61，498）
乗合1人　　　　54文（￥1，114）
佐屋道 川舟 熱田→岩塚→万馬
→神守→佐屋→川
→桑名
町屋橋 橋 160間289m
松尾川 歩渡 3／1→9／1　まで歩渡り
1人　6文（￥123）→12文（￥247）
横田川 橋 10／1→2／28仮橋他の7カ月は4隻の小船
舟
草津橋 橋 36間　65m
熱田長橋 橋 96間173m
三条大橋 橋 57間103m
参考文献・引用文献
木村・宝月・森末　編　生活史皿 56．8　体系日本史叢書16 山川出版社
小野武雄　編著 江戸物価事典　58．12 展望社
今戸栄一　編 宿場と街道　　59．12　目で見る日本風俗史6 日本放送出版協会
綿谷雪　著 考証　東海道五十三次　53．9 秋田書店
今野信雄　著 江戸の旅　　　61．8　　岩波新書 岩波書店
西垣晴次著 お伊勢まいり　58．12　岩波新書 岩波書店
沢寿次著 旅の今昔物語　56．12　講談社学術文庫 講談社
樋口清之　著 旅と日本人　　55．4　　日本人の歴史7 講談社
上田　篤　著 橋と日本人　　61．4　岩波新書 岩波書店
村上元三　著 江戸雑記帳　　59．5　中公文庫 中央公論社
稲垣史生　編 三田村鳶魚　江戸生活事典　56．11 青蛙社
原田伴彦　著 道中記の旅　　28．10 芸そう社
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図表一6 東海道の川止め・再開の基準
名　称 種別 川止め・川明きの基準
六郷川 船渡 満水になると歩行渡し，船渡しとも中止・川役人が減水を確認すれば川明き
馬入川 船渡 洪水の時船渡し中止
酒匂川 歩渡 3／5→10／15（夏川）　常水　1尺8寸（54㎝）
増水　3尺4寸（103㎝）馬越止
4尺4寸（133㎝）歩行渡止
減水　4尺　　（121㎝）歩行渡再開
3尺　（60㎝）馬越再開
船渡 10→2　（冬川）
富士川 船渡 1→9　（夏川）　常水8尺　（242㎝）
増水　1丈　（303㎝）馬船止
1丈1尺（333cm）歩行船止
減水　1丈　（303cm）歩行船再開
9尺　（272㎝）馬船再開
10→12　（冬川）　常水　6尺　（181㎝）
増水　8尺　（242㎝）馬船止
9尺　（272㎝）歩行船止
8尺　（242㎝）歩行船再開
7尺　（212㎝）馬船再開
興津川 歩渡 常水1尺4寸（42cm）
増水　3尺7寸（112cm）馬渡止
4尺5寸（136cm）歩渡止
安倍川 歩渡 4→9　　　　　常水　2尺5寸（75㎝）
10→3　　　　　　　　1尺5寸（45㎝）
増水5尺　（151cm）川止
減水　4尺5寸（136cm）歩行渡再開
3尺5寸（106㎝）馬渡再開
大井川 歩渡 常水2尺5寸（75㎝〉
増水　3尺5寸（106㎝）人馬共渡す
4尺　（121αn）馬越止
4尺5寸（136㎝）歩行渡止
減水　4尺　　（121cm）歩行渡再開
3尺　（90㎝）馬渡再開
天竜川 船渡 4尺8寸（145㎝）→4尺9寸（148㎝）渡船出る
5尺以上（151㎝）　　　　　　　渡船止
（5尺以下でも強風のときは渡船止）
参考文献 岸井良衛 著　　東海道五十三次60．1中公新書
綿谷 雪　著　　考証　東海道五十三次　53．9秋田書店
今戸栄一 著　　宿場と街道　59．12　日本放送出版協会
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